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ていた、表現するというものが持っている特性に対する驚き
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反撃する
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そこでどう生きていくかという方針を、子どもが自分で持つということを可能にした教
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になることができる」
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識こそ認識活動としての学習へも、生活変革としての活動へも統一的に立ち向かう姿勢
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の基本でなければならない
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ている本心を把握する
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働きかけるという点で、教育活動のなかでしか子どもをつかむことができん。同時に、
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つかめるように子どもをかえにゃつかめん。
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非常に矛盾した関係だと思うが、つかめる
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ようにかえていくなかでもっとよくつかめる。教育活動を進めることによってしかつか
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なわれなかったなら、いつまでたっても子どもをつかめずじまいである。
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活を意味するわけで、生活が変わることは人間が変わることであり、同時に自分自身の
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人間を変えることが生活を変えることになる
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とと、同時に科学が実生活と結合する、教育と実生活と結合するということを含めて、
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生活を変革する教育として『地肌の出る教育』をいくらか定式化してきた
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はわからないのです
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いうものを客観化する仕事なんだ
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経験を意識する
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というか、あるいは、経験を意味的に再構築する
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ことに置かなければならない
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ことは、……これこそ教師でなければ治癒させることので
きない荒廃の内容で、子どもたちの荒廃の中心をなす部分である。／……その荒廃に本
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気で立ちむかい、自らの内に治癒の方策を具体的に見出し得ないとすれば、それこそま
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さに教師の荒廃である
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。私たちが子どもの荒廃に直面して、胸を痛めている事実を、自
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らがありのままの事実としてつかみとり、子どもが荒廃の内側にひそめている人間とし
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ての痛みを治すために、何としても自らの中に深く入りこんだ荒廃との闘いを決意しな
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ければならない。
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検証する
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ら出発して、そこにある性の必然性とでもいう､ 人間にもたらす自然や社会の原理をみ
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つけだし認めあいながら、不健康さの非人間性・非科学性の内容やその成因を考え、人
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間的で自由な性を作り出す道としての生き方を､ 自覚的に求めさせる
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ことにねらいを持
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持っている特性に対する驚き























































































































































































The Development of the Education Movement 
and Theory of Ena (Gifu Prefecture), and 
the Postwar Pedagogy──（3）
─ The Examination of the Idea of the 
Method Cold "To Seize a Child" ─
Hiroshi SANUKI
　This research task is to examine the idea of the method cold "to seize a 
child". Kazuo Ishida submitted this thought.
　"To seize a child" means to grasp his (her) own value attitude which thrust 
a child towered a certain life attitude and purpose. This idea insists that the 
education to work on a value attitude of the child's personality is necessary.
　However, it is not to force specific sense of values on a child from the 
outside. In this method, a teacher demands a child to record his life. In this 
process, a child finds the problem to reform his (her) life. Furthermore, the 
child gets the will to carry out new way of life which he (she) finds. A teacher 
helps a child understand his (her) own life. A teacher discovers the problem 
and subject of the education for the child through the child's self-
understanding by this method. Therefore, the teacher comes to be able to 
seize a child according to the depth that a child seizes oneself deeply.
　These method and thinking way constitute the core of the education 
thought of Ishida.
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